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木立の中に建つ小ぶりな板倉。この場所木立の中に建つ小ぶりな板倉。この場所
は地域の中でも風光明媚で、元は四季は地域の中でも風光明媚で、元は四季
折々の景観を楽しめる観光施設があった。折々の景観を楽しめる観光施設があった。

文／平山友子　撮影／齋藤さだむ 
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台車で大径のスギを挽く峰裕人さ台車で大径のスギを挽く峰裕人さ
ん。父の佳久さんの時代には原木ん。父の佳久さんの時代には原木
を自分達で伐採していた。今は近を自分達で伐採していた。今は近
くの森林組合から購入している。くの森林組合から購入している。
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右／広々としたリビング。右手には増築したサ
ンルームがある。施錠できるガラリ戸から風を
入れ、吹抜け上部の格子を通して２階に流す。
上／エンジニアだった夫は、自然環境に負荷の
少ない暖房器具を探してロケットストーブを選
んだ。これ１台で家中が暖まるとのことだ。
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広々としたリビングに豪快な木組み
が映える。ワークショップなどで多
くの人が集まることを想定してい
る。木材は徳島の中千木材から。

文／平山友子　撮影／齋藤さだむ 
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和に偏りすぎないシンプルな和に偏りすぎないシンプルな
小住宅。住み手が選んだクリ小住宅。住み手が選んだクリ
材のキッチンとテーブルが板材のキッチンとテーブルが板
倉の室内に調和している。倉の室内に調和している。

文／平山友子
撮影／齋藤さだむ 
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福
岡
県
糸
島
市
に
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
を
建
築

し
た
い
と
考
え
る
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
相
談
を

受
け
た
の
は
、
２
０
１
６
年
の
夏
頃
で
あ
っ
た
。

仕
事
が
終
わ
っ
た
あ
と
に
立
ち
寄
っ
て
一
夜
を

過
ご
せ
、
週
末
に
は
家
族
と
過
ご
せ
る
「
ダ
ー

チ
ャ
」
を
建
築
し
た
い
と
い
う
意
向
は
当
初
か

ら
の
も
の
で
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
の
由
来

と
な
っ
て
い
る
。
ダ
ー
チ
ャ
と
は
ロ
シ
ア
の
農

地
付
き
別
荘
を
さ
し
、
現
在
の
よ
う
な
大
衆
的

ダ
ー
チ
ャ
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
か
ら
大
戦
後

の
食
糧
不
足
の
対
策
と
し
て
法
制
化
し
た
も
の

で
あ
る
。
基
本
的
に
は
、
平
日
は
都
市
の
職
場

近
郊
で
の
ア
パ
ー
ト
生
活
、
週
末
は
田
舎
の

ダ
ー
チ
ャ
で
土
に
触
れ
る
と
い
う
二
拠
点
生
活

用
に
使
わ
れ
て
い
る
。

初
め
て
相
談
を
受
け
た
際
、
糸
島
と
い
う
立

地
や
、
地
に
足
を
つ
け
た
暮
ら
し
を
し
た
い
、

も
の
づ
く
り
ス
ペ
ー
ス
が
欲
し
い
、
家
庭
菜
園

を
し
た
い
な
ど
の
要
望
か
ら
、「
板
倉
構
法
」

を
強
く
勧
め
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
無
垢
の

板
を
落
と
し
込
む
と
い
う
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
で
あ

り
な
が
ら
合
理
的
な
構
法
と
要
望
が
合
致
し
た

よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
か
つ
、
糸
島
の
風
景
に
も

馴
染
む
だ
ろ
う
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
協
会

誌
『
い
た
く
ら
』
を
お
渡
し
し
て
し
ば
ら
く

経
っ
て
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
本
格
的
に
検
討

し
た
い
と
話
が
あ
り
、
逆
に
学
生
と
一
緒
に
取

り
組
め
な
い
か
と
お
願
い
を
し
て
、
糸
島
ダ
ー

チ
ャ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ア
イ
デ
ィ
ア
コ
ン
ペ

土間と一体的に使うことを想定した居間、台所・食堂の様子。
宮崎県諸塚村産のスギ材の太鼓落としの梁が美しい。

こげ茶に塗装したスギ板
の外壁と切妻屋根のシン
プルな外観。四隅のコー
ナーは白く塗装してアク
セントとしている。
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吹抜けのあるリビング。大吹抜けのあるリビング。大
きく取った窓からの自然光きく取った窓からの自然光
で明るく開放的。で明るく開放的。

文／浦川浩一郎（スタジオリンクス） 　
撮影／野村昌宏
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文／北野祐子（里山建築研究所）　撮影／齋藤さだむ

自転車小屋を兼ねた長屋門から２棟の長屋正面を望む。
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文／玉井洋一（アトリエ・ワン）　撮影／アトリエ・ワン

上／西側。川沿いの谷に沿って道も家も並
んでいる。左よりA棟、B棟、C棟3棟そ
れぞれ異なる地元の工務店が地元の木材を
用いて建設。
左上／道路に面する西面にはロッジアを設
けた。ロッジアに架かる屋根は長さ9100
㎜、深さ1820㎜。屋根や外壁など外部仕
上げは、地域の石州瓦の建築を参照して赤
くした。外構は住民が家庭菜園などとして
手を加えていくことを想定。
左下／A棟より、3棟のロッジアを見通す。
ロッジアは軒先で高さ2400㎜。ロッジア
は道路との間のバッファーであり、微気候
をつくり出す環境的バッファーでもある。
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文・写真／濱定史（山形大学助教）

旧若狭家のタタミグラ　
近世末頃の蒸籠板倉で石置き柾葺き。上ノ国町から
北海道開拓の村（札幌市）に移築復元されている。




